ハンドボール競技におけるチーム間差に対する有効な攻撃戦術に関する研究 ： 明らかな体格差のみられるゲーム分析から by 山本, 忠志 et al.
兵庫教育大学 研究紀要 第43巻 2013年 9 月 pp.107 110 
ハンドボール競技におけるチーム間差に対する有効な攻撃戦術に関する研究- 明らかな体格差のみられるゲーム分析から一 
A Study on tactics of of fense to between teams di fference in handball games-Game analysis with a clear physique dif ference-
山 本 忠 志* 村 上 佳 司** 楠 本 繁 生*** 太 田 直 希****
YAMAMOT0 Tadashi MURAKAMI Keishi KUSUMOT0 Shigeki OTA Naoki 
本研究は、 ハンドボールゲームにおける体格や体力差がある対戦において勝利するための有効な戦術を検討するために、
アテネオリ ンピックでの決勝戦をとりあげ、 そのゲーム分析を行った。 その結果、 攻撃型においては速攻によるスピード
を生かした攻撃の出現及び正確性の向上、 また遅攻においては、 横のずれを作り出すよう な攻め方と して、 コート中央か
らの仕掛けによるサイ ドへの展開、 さらにクロスによるワンツウのパスワークによる攻撃が有効な攻撃戦術と して認めら
れたn 
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る。 このよう な選手を集めてく れば勝利することは容易





試合におけるプレーヤーの個人的 ・ 集団的行動様式、 行
為、 方策のことで、自己の能力、 敵および味方の行動、
競技ルールなどによって変化するものであるといわれて





動のとれることが課題となる (後藤ら 2000)。 攻撃にお
ける戦術課題としては、1 . 防御ラインを破る(ノーマー
ク)、 2 . 人数的優位をつく る(オーバーナンバ )ー、 3 . 
空間的優位をつく る (オープンスペース) という三つの
課題があり、 これらの課題を単独または組み合わせて達
成することによりゲームをより有利に展開できるといわ
れている (ケルン 1998)。 これまでに水上ら(1989)、


















デンマークはオリ ンピック3 連覇を目指した大会である。 
2 . ゲーム分析方法
Sports Code Gamerbreaker (フイ ツトネスアポロ社製) 
を用いて、 対象ゲームに出現したプレー事象を数量化し
た。 
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(地域別シュート成功数/ 地域別シュート数x 100) 
111. 結果と考察
ゲームは前半 (14 : 14)、後半 (11 : 11) の同点で終
了し、 第1 、 第2 延長も決着がつかず、 7 m スローコ






方が韓国より も高く示されたことから、 韓国より もデン
マークの方がミ スなく シュートにつなげられていたこと
が伺える。 ところが、 後半は両チームともに70% を超え
る数値であったことから、 ボールをつないでうまく シュー
トしていたことが伺える。 これまでの報告(山本ら2009) 
にみられるよう に、 両チームと もに攻撃においてボール
をつなぎうまく展開してシュートまで持ち込むことがで
きていたことが示唆された。 一方、 シュート成功率では
韓国は前半60% みられたていたものが、 後半48% まで低
下した。 一方、 デンマークは前後半共に50%程度を維持
していた。 このことから、 韓国は後半シュートの正確性








表 1 . 両チームの攻撃完了率およびシュート成功率















トータル 73.0 76.2 54.3 52.1 
表 2 . 両チームの攻撃型出現率およびシュート成功率



























トータル 速攻型 22.2 20.6 77.8 42.9
遅攻型 77.8 79.4 48.6 53.7 
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表 3 . 両チームの地域別シュート出現率および成功率




















































精度は低下し、3 本のう ち1 本しか決まらなく なってい
た。 デンマークも同様に低下し、 後半では速攻による得

















デンマークが82.3% であったのに対して、 韓国は46.1% 
と低かった。 そのため、 韓国ではサイ ドシュートやポス








攻撃54回のう ち、 9 m外側でのクロスによる攻撃が23 
回 (42.5%) あったのに対して韓国は、全攻撃49回のう
ち、 クロス攻撃が9回 (18.3%) であった。 それに比べ
て、 韓国は相手とのずれを作るオープン攻撃が20回
(40.8%) と多 く 認められた。 このこ とから、 チームの
特性がいかされる攻撃戦術をもちながら、得点機会を狙っ








て、 攻撃側の左右フロー タ一 がアウト側にずれることに
なり、 パスをつなぐことによって、 サイ ドでの2 対 1 が
でき、45度フロータ一のカ ッ トイ ンまたはサイ ドマンに
つないでのサイ ドシュートの攻撃がなされていた。 その
結果、 センタープレーヤー、 ポスト プレーヤー、 両フロー 
タ一、 両サイ ドと どのポジショ ンからも シュートが決め
られるチャンスがつく り出されているものと考えられる。 




その裏をつく という、 リ ターンパスによるワンツウーの
攻撃戦術による攻撃が多く みられた。 このことは、 攻撃
の一連の方向性を変えることにつながり、 デイフェ ンス
の迷いを誘う ことになったと考えられる。
これらの結果から、 体格や体力差に対して、 どう して
もロ ングから攻めることは難しく なるため、 デイフェ ン
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アテネオリ ンピックでの決勝戦 (韓国対デンマーク) を
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